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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合
信 託 期 間 2013年２月８日から2023年１月27日まで

運 用 方 針

ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロ
ケーション・ファンド（以下「参照ファンド」）の運用成
果と米ドル売り／円買いの為替取引の損益を反映する仕組
みの債券に投資し、世界各国の様々な資産への分散投資と
為替取引で得られる収益の獲得と、毎月の分配実施（実質
的な投資元本の払い戻しにより一部または全部の額を充当
することができます。）による定期的な投資信託財産の一
部払い出しを目的として運用を行います。

主要投資対象 内外の公社債を主要投資対象とします。

運 用 方 法

原則として、グローバル・アロケーション・ファンド・イ
ンデックス（限定為替ヘッジ）連動債Ｃ（以下「指数連動
債」）を高位に組み入れます。指数連動債は、参照ファン
ドの運用成果と米ドル売り／円買いの為替取引の損益に基
づき算出される指数（以下「参照指数」）の値動きを反映
する仕組みを有し、参照ファンド等を担保資産として特別
目的会社により発行されるものです。指数連動債の利金
は、参照指数の投資収益に基づくものではなく、原則とし
て１年毎に到来する特定日の指数連動債の価格に所定の率
を乗じて得た額として定期的に更新されます。

組 入 制 限 株式への投資割合は、投資信託財産の純資産総額の20％以
下とします。

分 配 方 針

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき収益の分配
（実質的に投資元本の払い戻しとなる分配を含みます。以
下同じ。）を行います。
①分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利

子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全
額とします。

②分配金額は、原則として、当ファンドの決算日の直前に
支払われた指数連動債の利金に基づく額を払い出すこと
を目標に委託者が決定します。当該利金は、参照指数の
投資収益に基づくものではなく、原則として１年毎に到
来する特定日の指数連動債の価格に所定の率を乗じて得
た額に基づいて計算されます。結果として、分配金は実
質的な投資元本の払い戻しにより一部または全部の額が
充当されることがあります。

③留保益の運用については、特に制限を設けず、運用の基
本方針に基づいた運用を行います。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：世界街道
第103期　<決算日　2021年８月27日>
第104期　<決算日　2021年９月27日>
第105期　<決算日　2021年10月27日>
第106期　<決算日　2021年11月29日>
第107期　<決算日　2021年12月27日>
第108期　<決算日　2022年１月27日>

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、｢グローバル・アロケーショ
ン・ファンド 毎月決算・限定為替ヘッ
ジコース（目標払出し型）」は、2022
年１月27日に第108期の決算を行いま
した。ここに、運用経過等をご報告申し
上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

グローバル・アロケーション・ファンド
毎月決算・限定為替ヘッジコース（目標払出し型）

運 用 報 告 書（全体版）
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■最近５作成期の運用実績

作 成 期 決 算 期
基 準 価 額 参 照 指 数 債 券 組 入

比 率
純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円

第14作成期

79 期(2019年８月27日) 3,832 47 △1.7 122.89 △1.7 98.7 1,708
80 期(2019年９月27日) 3,830 47 1.2 124.52 1.3 98.2 1,703
81 期(2019年10月28日) 3,825 47 1.1 126.07 1.2 98.6 1,683
82 期(2019年11月27日) 3,837 47 1.5 128.21 1.7 98.6 1,686
83 期(2019年12月27日) 3,853 47 1.6 130.53 1.8 99.1 1,682
84 期(2020年１月27日) 3,870 47 1.7 132.90 1.8 98.5 1,663

第15作成期

85 期(2020年２月27日) 3,762 46 △1.6 130.84 △1.6 98.4 1,599
86 期(2020年３月27日) 3,153 46 △15.0 111.09 △15.1 98.1 1,325
87 期(2020年４月27日) 3,383 46 8.8 121.09 9.0 98.8 1,410
88 期(2020年５月27日) 3,450 46 3.3 125.39 3.6 98.2 1,427
89 期(2020年６月29日) 3,521 46 3.4 129.90 3.6 98.1 1,455
90 期(2020年７月27日) 3,693 46 6.2 138.27 6.4 99.0 1,511

第16作成期

91 期(2020年８月27日) 3,738 46 2.5 141.93 2.6 98.1 1,527
92 期(2020年９月28日) 3,579 46 △3.0 137.66 △3.0 98.0 1,460
93 期(2020年10月27日) 3,681 46 4.1 143.62 4.3 98.2 1,497
94 期(2020年11月27日) 3,815 46 4.9 150.98 5.1 97.4 1,536
95 期(2020年12月28日) 3,880 46 2.9 155.59 3.1 99.0 1,535
96 期(2021年１月27日) 3,933 46 2.6 159.87 2.8 98.3 1,548

第17作成期

97 期(2021年３月１日) 3,917 46 0.8 161.28 0.9 98.4 1,499
98 期(2021年３月29日) 3,764 46 △2.7 156.93 △2.7 98.0 1,442
99 期(2021年４月27日) 3,882 46 4.4 164.12 4.6 98.2 1,457

100期(2021年５月27日) 3,881 46 1.2 166.23 1.3 98.3 1,436
101期(2021年６月28日) 3,838 46 0.1 166.58 0.2 98.5 1,396
102期(2021年７月27日) 3,784 46 △0.2 166.42 △0.1 99.0 1,367

第18作成期

103期(2021年８月27日) 3,762 46 0.6 167.69 0.8 98.9 1,345
104期(2021年９月27日) 3,682 46 △0.9 166.35 △0.8 97.1 1,316
105期(2021年10月27日) 3,656 46 0.5 167.54 0.7 97.8 1,294
106期(2021年11月29日) 3,586 46 △0.7 166.61 △0.6 97.9 1,266
107期(2021年12月27日) 3,524 46 △0.4 166.06 △0.3 98.0 1,239
108期(2022年１月27日) 3,281 46 △5.6 156.72 △5.6 98.0 1,139

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注２）参照指数はグローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（限定為替ヘッジ）です（以下同じ）。
（注３）グローバル・アロケーション・ファンド・インデックスは世界各国の株式や債券などに投資して、トータルリターンの最大化を目指すルク

センブルグ籍外国投資法人「ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンド」クラスⅠ米ドル建投資証券
のパフォーマンスを反映する円ベースの指数です。同指数には為替取引（米ドル売り／円買い）を行わない指数と行う指数があります。Ｕ
ＢＳ銀行ロンドン支店が指数の算出・公表を行います。
ＵＢＳ銀行ロンドン支店は参照ファンドおよびその投資対象資産への投資の妥当性などについて何ら判断を行わず、参照指数のパフォーマ
ンスにも責任を負うものではありません（以下同じ）。

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。
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■過去６ヶ月間の基準価額と市況の推移
決 算 期 年 月 日 基 準 価 額 参 照 指 数 債 券 組 入

比 率騰 落 率 騰 落 率

第103期

（期　首） 円 ％ ％ ％
2021 年 ７ 月 27 日 3,784 － 166.42 － 99.0

７ 月 末 3,778 △0.2 166.15 △0.2 99.1
（期　末）

2021 年 ８ 月 27 日 3,808 0.6 167.69 0.8 98.9

第104期

（期　首）
2021 年 ８ 月 27 日 3,762 － 167.69 － 98.9

８ 月 末 3,758 △0.1 167.55 △0.1 99.0
（期　末）

2021 年 ９ 月 27 日 3,728 △0.9 166.35 △0.8 97.1

第105期

（期　首）
2021 年 ９ 月 27 日 3,682 － 166.35 － 97.1

９ 月 末 3,644 △1.0 164.61 △1.0 97.7
（期　末）

2021 年 10 月 27 日 3,702 0.5 167.54 0.7 97.8

第106期

（期　首）
2021 年 10 月 27 日 3,656 － 167.54 － 97.8

10 月 末 3,664 0.2 167.93 0.2 97.8
（期　末）

2021 年 11 月 29 日 3,632 △0.7 166.61 △0.6 97.9

第107期

（期　首）
2021 年 11 月 29 日 3,586 － 166.61 － 97.9

11 月 末 3,544 △1.2 164.61 △1.2 97.8
（期　末）

2021 年 12 月 27 日 3,570 △0.4 166.06 △0.3 98.0

第108期

（期　首）
2021 年 12 月 27 日 3,524 － 166.06 － 98.0

12 月 末 3,523 △0.0 166.04 △0.0 98.0
（期　末）

2022 年 １ 月 27 日 3,327 △5.6 156.72 △5.6 98.0
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
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■第103期～第108期の運用経過（2021年７月28日から2022年１月27日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンド（以下「参照ファン
ド」）の運用成果と米ドル売り／円買いの為替取引の損益を反映する仕組みの債券に投資し、世界各国
の様々な資産への分散投資で得られる収益の獲得と、毎月の分配実施による定期的な投資信託財産の一
部払い出しを目的として運用を行いました。当作成期間の基準価額は参照ファンドの下落を受けて下落
しました。
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（2021.10.27）

第106期末
（2021.11.29）

第107期末
（2021.12.27）

第108期末
（2022.１.27）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第103期首 ： 3,784円
第108期末 ： 3,281円
（既払分配金276円）
騰 落 率 ： △6.4％
（分配金再投資ベース）
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4－　　－

投資環境
　世界主要国の株式市場は軟調な展開となりました。2021年末にかけて、米国ではインフレ懸念や中
国大手不動産会社を巡る懸念から上値の重い場面がありましたが、好調な企業業績を背景に新型コロナ
ウイルス変異株（オミクロン株）が感染拡大する中、上昇しました。欧州も堅調に推移しました。日本
では総裁選への期待感から上昇、その後も衆院選の結果を受けて堅調に推移しました。年明け後は、金
利上昇やウクライナ情勢の悪化を受けて、いずれの市場も大きく下落しました。

　世界主要国の債券市場は下落（金利は上昇）しました。米国金利は、景気回復傾向やインフレ懸念か
ら上昇しました。その後はＦＲＢ（米連邦準備理事会）がテーパリング（資産買い入れ縮小）を開始し
たものの、オミクロン株の感染拡大を受けて低下傾向となりました。年明け後は、米国の利上げが想定
以上の幅になるとの観測から上昇しました。欧州金利、国内金利も米国金利の上昇に連れた動きなどか
ら上昇傾向となりました。

　為替市場では円は対米ドルで下落、対ユーロで上昇しました。米経済の回復期待や、米インフレ圧力
の高まりを示す指標を受けて、金融政策正常化の観測が強まったことから円安・米ドル高が進展しまし
た。ユーロは、米欧の景況感の格差や、エネルギー価格の急騰が欧州景気の重石となる可能性が意識さ
れたことから軟調に推移しました。
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5－　　－

ポートフォリオについて
　ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンドの運用成果を反映す
る仕組み債券である「グローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（限定為替ヘッジ）連動
債Ｃ」に投資を行い、当作成期間を通じて高位に組み入れました。

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
　グラフは、基準価額と参照指数の騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
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分配金
　収益分配金につきましては所定の率をグローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（限定
為替ヘッジ）連動債Ｃの価格に乗じて計算される利金に基づく額を払い出すことを目標とし、第103期
から第108期までそれぞれ１万口当たり46円を分配しました。なお、収益分配金に充てなかった利益は
信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

項目
第103期 第104期 第105期 第106期 第107期 第108期

2021年７月28日
～2021年８月27日

2021年８月28日
～2021年９月27日

2021年９月28日
～2021年10月27日

2021年10月28日
～2021年11月29日

2021年11月30日
～2021年12月27日

2021年12月28日
～2022年１月27日

当期分配金（税引前） 46円 46円 46円 46円 46円 46円
対基準価額比率 1.21％ 1.23％ 1.24％ 1.27％ 1.29％ 1.38％
当期の収益 46円 46円 46円 46円 46円 46円
当期の収益以外 －円 －円 －円 －円 －円 －円

翌期繰越分配対象額 1,319円 1,325円 1,332円 1,339円 1,347円 1,355円
（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金（税引前）」の額

が一致しない場合があります。
（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異な

ります。また、小数点第３位を四捨五入しています。
（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充当した金額で

す。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。

今後の運用方針
　引き続き「グローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（限定為替ヘッジ）連動債Ｃ」の
組入比率を高位に維持し、世界各国の株式や債券などさまざまな資産への分散投資で得られる収益の獲
得を目指します。
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■１万口当たりの費用明細

項目

第103期～第108期

項目の概要（2021年７月28日
～2022年１月27日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 21円 0.569％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は3,644円です。

（投信会社） ( 6) (0.166) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (14) (0.387) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 1) (0.015) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) その他費用 0 0.012 (ｂ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） ( 0) (0.010) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（監査費用） ( 0) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 21 0.580
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

CC_21842782_04_ostOne_GアロケーションF毎月決算限定為替ヘッジ_1万口.indd   7 2022/03/30   13:24:22



8－　　－

（参考情報）
◆総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口
当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.15％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
（注５）上記とは別に、次の費用を間接的に負担しております。

指数手数料 年率0.08％
（注）参照指数は年率0.08％が指数手数料（指数算出費用）として日々控除された形で算出されます。

参照ファンド 参照ファンドの純資産総額に対して年率0.75％
（注）参照ファンドの投資運用会社に対する運用等の報酬です。

総経費率
1.15％

運用管理費用
（投信会社）
0.33％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.02％
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■売買及び取引の状況（2021年７月28日から2022年１月27日まで）
　公社債

第 103 期 ～ 第 108 期
買 付 額 売 付 額

千円 千円
国 内 社 債 券 － 44,149

(－)
（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）社債券には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。

■利害関係人との取引状況等（2021年７月28日から2022年１月27日まで）
　期中の利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細
公社債
(A) 債券種類別開示
　国内（邦貨建）公社債

作 成 期 第 18 作 成 期 末

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
普 通 社 債 券 4,280,000 1,116,095 98.0 98.0 － － 98.0
合 計 4,280,000 1,116,095 98.0 98.0 － － 98.0

（注１）組入比率は、期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）無格付銘柄については、ＢＢ格以下に含めて表示しています。

(B) 個別銘柄開示
　国内（邦貨建）公社債

作 成 期 第 18 作 成 期 末
銘 柄 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（普通社債券） ％ 千円 千円
グローバル・アロケーション・ファンド・イン
デックス（限定為替ヘッジ）連動債Ｃ － 4,280,000 1,116,095 2023/01/20

合 計 － 4,280,000 1,116,095 －
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■投資信託財産の構成� 2022年１月27日現在

項 目 第 18 作 成 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 1,116,095 96.5
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 40,520 3.5
投 資 信 託 財 産 総 額 1,156,616 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2021年８月27日)、(2021年９月27日)、(2021年10月27日)、(2021年11月29日)、(2021年12月27日)、(2022年１月27日)現在

項 目 第 103 期 末 第 104 期 末 第 105 期 末 第 106 期 末 第 107 期 末 第 108 期 末
(Ａ) 資 産 1,363,007,587円 1,343,092,359円 1,311,867,044円 1,283,606,358円 1,259,542,036円 1,156,616,223円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 32,315,502 64,294,604 45,008,128 43,856,646 44,427,716 39,488,805
公 社 債(評価額) 1,330,213,900 1,278,201,600 1,266,148,800 1,238,932,800 1,214,179,200 1,116,095,600
そ の 他 未 収 収 益 478,185 596,155 710,116 816,912 935,120 1,031,818

(Ｂ) 負 債 17,768,049 26,697,667 17,492,715 17,575,422 20,447,633 17,495,858
未 払 収 益 分 配 金 16,451,132 16,445,240 16,287,495 16,241,962 16,176,331 15,972,068
未 払 解 約 金 － 8,956,800 － － 3,181,920 339,500
未 払 信 託 報 酬 1,312,396 1,291,176 1,201,081 1,328,881 1,085,641 1,180,232
そ の 他 未 払 費 用 4,521 4,451 4,139 4,579 3,741 4,058

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,345,239,538 1,316,394,692 1,294,374,329 1,266,030,936 1,239,094,403 1,139,120,365
元 本 3,576,333,202 3,575,052,292 3,540,759,840 3,530,861,456 3,516,593,841 3,472,188,841
次 期 繰 越 損 益 金 △2,231,093,664 △2,258,657,600 △2,246,385,511 △2,264,830,520 △2,277,499,438 △2,333,068,476

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 3,576,333,202口 3,575,052,292口 3,540,759,840口 3,530,861,456口 3,516,593,841口 3,472,188,841口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,762円 3,682円 3,656円 3,586円 3,524円 3,281円

（注）第102期末における元本額は3,613,039,510円、当作成期間（第103期～第108期）中における追加設定元本額は52,589,758円、同解約元
本額は193,440,427円です。
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■損益の状況 自 2021年７月28日
至 2021年８月27日

自 2021年８月28日
至 2021年９月27日

自 2021年９月28日
至 2021年10月27日

自 2021年10月28日
至 2021年11月29日

自 2021年11月30日
至 2021年12月27日

自 2021年12月28日
至 2022年１月27日

項 目 第 103 期 第 104 期 第 105 期 第 106 期 第 107 期 第 108 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 20,313,565円 19,992,093円 20,085,510円 20,076,944円 20,058,651円 19,890,434円

受 取 利 息 20,202,507 19,875,310 19,972,325 19,971,157 19,941,440 19,795,042
そ の 他 収 益 金 111,666 117,220 113,721 106,621 117,850 95,701
支 払 利 息 △608 △437 △536 △834 △639 △309

(Ｂ) 有価証券売買損益 △10,523,806 △30,596,838 △11,951,278 △27,208,721 △24,574,824 △87,035,975
売 買 益 166,734 220,777 99,018 15,205 178,334 418,775
売 買 損 △10,690,540 △30,817,615 △12,050,296 △27,223,926 △24,753,158 △87,454,750

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △1,341,054 △1,317,181 △1,229,164 △1,357,149 △1,110,432 △1,205,340
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 8,448,705 △11,921,926 6,905,068 △8,488,926 △5,626,605 △68,350,881
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 △1,427,147,779 △1,417,794,633 △1,431,641,291 △1,435,870,319 △1,453,400,415 △1,456,191,580
(Ｆ) 追加信託差損益金 △795,943,458 △812,495,801 △805,361,793 △804,229,313 △802,296,087 △792,553,947

(配 当 等 相 当 額) (170,150,508) (173,628,785) (172,098,480) (171,858,536) (171,436,548) (169,351,930)
(売 買 損 益 相 当 額) (△966,093,966) (△986,124,586) (△977,460,273) (△976,087,849) (△973,732,635) (△961,905,877)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,214,642,532 △2,242,212,360 △2,230,098,016 △2,248,588,558 △2,261,323,107 △2,317,096,408
(Ｈ) 収 益 分 配 金 △16,451,132 △16,445,240 △16,287,495 △16,241,962 △16,176,331 △15,972,068

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △2,231,093,664 △2,258,657,600 △2,246,385,511 △2,264,830,520 △2,277,499,438 △2,333,068,476
追 加 信 託 差 損 益 金 △795,943,458 △812,495,801 △805,361,793 △804,229,313 △802,296,087 △792,553,947
(配 当 等 相 当 額) (170,150,508) (173,628,785) (172,098,480) (171,858,536) (171,436,548) (169,351,930)
(売 買 損 益 相 当 額) (△966,093,966) (△986,124,586) (△977,460,273) (△976,087,849) (△973,732,635) (△961,905,877)
分 配 準 備 積 立 金 301,604,376 300,186,683 299,741,443 301,147,339 302,434,566 301,249,947
繰 越 損 益 金 △1,736,754,582 △1,746,348,482 △1,740,765,161 △1,761,748,546 △1,777,637,917 △1,841,764,476

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 第 103 期 第 104 期 第 105 期 第 106 期 第 107 期 第 108 期
(ａ) 経費控除後の配当等収益 18,972,511円 18,674,912円 18,856,346円 18,719,795円 18,948,219円 18,685,094円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0 0 0 0 0 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 170,150,508 173,628,785 172,098,480 171,858,536 171,436,548 169,351,930
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 299,082,997 297,957,011 297,172,592 298,669,506 299,662,678 298,536,921
(ｅ) 当期分配対象額(a+b+c+d) 488,206,016 490,260,708 488,127,418 489,247,837 490,047,445 486,573,945
(ｆ) 1万口当たり当期分配対象額 1,365.10 1,371.34 1,378.60 1,385.63 1,393.53 1,401.35
(ｇ) 分 配 金 16,451,132 16,445,240 16,287,495 16,241,962 16,176,331 15,972,068
(ｈ) 1 万 口 当 た り 分 配 金 46 46 46 46 46 46
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■分配金のお知らせ
決 算 期 第 103 期 第 104 期 第 105 期 第 106 期 第 107 期 第 108 期

１万口当たり分配金 46円 46円 46円 46円 46円 46円
※分配金を再投資する場合、分配金は税引後自動的に無手数料で再投資されます。

分配金の課税上の取扱いについて
・追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱

いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分

配金の全額が普通分配金となります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払

戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が普
通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における受益者毎の
個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の受益者毎
の個別元本となります。
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